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　Radioimmunoassay法の確立により，ホルモンの測定

がKitを用いて容易に行なわれるようになった．一方同

じKitを用いて測定した値にも各測定者によってバラツ

キのあることが報告されている．今回はT3とTSHの

Radioimmunoassayについてルーチンに測定を行って

いる施設から頂いたデータについてRodbardらによっ

て開発されたcemputer　programを使用して分析した結

果を報告したい．Radioimmunoassayの標準曲線は横軸

にホルモン量を対数目盛で縦軸にcount数を現わすとsig

moidal　curveとなり，　nonspecific　bindiug（d），100％

binding（a）両老の中点に対応するホルモン量（c）ならび

にその点のslope（b）によって規定される．各施設より

頂いたT3およびTSH　Kitの標準曲線において各々，

a，b，　c，dをcomputorを用いて計算しどの程度の差

異があるかを検討した．同時に，得られた測定値の信頼

性についても検討を加えた．a，b，　c，dの4つのpara－

meterはほぼ一致していた．また信頼性についてもほぼ

良好なる結果であった．

　以上各施設より頂いたkitの標準曲線について解析し

た結果を報告した．
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